
 

平成 18 年７月期  第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 

    平成 18 年６月８日 

会社名 シーシーエス株式会社 
（JASDAQ・コード番号：６６６９） 

（ＵＲＬ http://www.ccs-inc.co.jp/）   

問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 米田 賢治  

              責任者役職・氏名 取締役管理本部長 松室 伸二 （TEL：（075）415-8280） 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
     （内容） 

 当連結会計年度より、植物栽培事業から生じる収益及び費用について、営業外収益及び販売費及び一般管理費に計上する
方法から、売上高及び売上原価に計上する方法に変更しております。この変更は、新たに内部組織として、植物事業課を発

足させ、今後の事業展開を行うことになったため、当社の主たる営業取引として認識し、経営成績をより適正に表示するた

めに行ったものであります。 この変更により、従来と同一の方法によった場合と比較して売上高が 41,922千円、売上原価
が 92,005千円多く計上されており、販売費及び一般管理費は 82,356千円少なく計上されております。これにより、営業利
益は 32,273千円多く計上されており、営業外収益は同額減少しております。なお、経常利益及び税金等調整前四半期純利益
並びに四半期純利益への影響はありません。 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 
④ 当四半期については、会計監査人による監査を受けておりません。

： 無 
 

 

２．平成 18 年７月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 17 年８月１日 ～ 平成 18 年４月 30 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況                      （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18 年７月期第 3四半期 3,497 (31.3) 575 (  97.5) 579 ( 105.0) 391 ( 137.3)

17 年 7月期第 3四半期 2,664 (11.4) 291 (△38.1) 282 (△39.2) 164 (△42.5)

(参考)17 年 7 月期   3,719         412     413     230 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

18 年７月期第 3四半期 19,111 12 18,924 48

17 年 7月期第 3四半期 8,200  55 7,978  56

(参考)17 年 7 月期 11,418 92 11,153 14 

(注)１.売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。  

  ２.期中平均株式数 平成 18年 7月第 3四半期 20,481.86 株 平成 17年 7月期第 3四半期 20,111.07 株  平成 17年７月期 20,192.22 株 

 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
 

 当連結第 3 四半期におけるわが国経済は、原油・素材価格の高騰や金利上昇による影響が懸念されたも

のの、企業収益の改善を背景に設備投資が増加し、緩やかな回復基調で推移いたしました。海外におきま

しては、米国・中国経済は概ね堅調に推移し、欧州はユーロ安や好調な外需により輸出が拡大し、回復基

調で推移いたしました。 

 このような環境のもと、当社グループは「顧客満足度の最大化」を行動指針とし、ビジネス・スピードを

速めることができるよう開発から販売までの体制の強化と、新製品の市場への浸透に努めてまいりました。  

 また、企業の社会的責任の一環として環境問題にも積極的に取り組み、RoHS 指令対応への取り組みに注

力するなど、「環境にやさしい LED 照明」づくりを目指してまいりました。 
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工業用分野 

 当社グループの主要市場である工業用分野につきましては、米国での画像処理業界再編の影響を受けたも

のの、世界的な電子・半導体業界の復調に支えられ、売上高は堅調に推移いたしました。 

 しかしながら、工業用分野における電子・半導体業界への依存度は高く、景気変動の影響を受けやすいた

め、今後も自動車業界や三品業界（食品、医薬品、化粧品業界）を中心に幅広い市場開拓を続けてまいりま

す。 

 そのための新製品といたしまして、ラインセンサカメラ用 LED 照明「HLND」やフラット・ドーム照明「LFX」

などを投入し、新製品の市場への浸透に努めております。 

 

顕微鏡分野、農業・医療分野（新規事業） 

 新規事業といたしましては、事業として立ち上げた期間も短く、マーケットへの浸透に時間がかかってお

りまだ本格稼動には至っておりません。しかし、その中でも、農業・医療分野では、3月に LED 植物研究用

小型照明ユニット「IS-mini」シリーズを商品化し、官公庁、大学、バイオ研究関連会社などに販売を開始

いたしました。また、顕微鏡用照明につきましても、商品ラインナップの充実に努めるなど、売上の立ち上

げに鋭意努力いたしております。 

 

 以上の結果、当連結第 3四半期の売上高は、主に工業分野の売上上伸により 34 億 97 百万円（前年同期

比 31.3％増）となり、販売費及び一般管理費が計画通り推移したことにより、営業利益 5億 75百万
円（前年同期比 97.5％増）、経常利益 5億 79百万円（前年同期比 105.0％増）となりました。 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況                      （百万円未満切捨） 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 
１株当たり 
株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

18 年７月期第 3四半期 3,747 2,528 67.5 123,240 23

17 年 7月期第 3四半期 3,176 2,089 65.8 102,245 87

(参考)17 年 7 月期 3,279 2,159 65.9 105,672 89

(注)発行済株式数、平成 18 年 7月第 3四半期 20,520 株 平成 17 年 7 月期第 3四半期 20,440 株  平成 17 年７月期 20,440 株 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】                      （百万円未満切捨） 

 
営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

18 年７月期第 3四半期 379 △87 △97 758

17 年 7月期第 3四半期 113 △283 125 504

(参考)17 年 7 月期 211 △315 99 552

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
 

 当連結第 3 四半期の総資産は 37 億 47 百万円となりました。流動資産は前年同期比 5 億 50 百万円増の

28 億 26 百万円となりました。これは主として売上高の増加に伴う受取手形および売掛金の増加 1億 63 百

万円、現金及び預金の増加 2億 55 百万円によるものであります。 

また、固定資産は前年同期比 20 百万円増の 9億 20 百万円となりました。これは主としてソフトウェア

取得に伴う無形固定資産の増加 18 百万円によるものであります。 

負債は前年同期比 1億 31 百万円増の 12 億 18 百万円となり、資本は新株予約権行使による資本金の増加

および利益剰余金の増加により、前年同期比 4億 38 百万円増の 25 億 28 百万円となりました。なお、株主

資本比率は 67.5％となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は 3 億 79 百万円となりました。これは税金等調整前四半期純利益が 5 億

82 百万円、賞与引当金の増加 48 百万円の増加要因に対し、たな卸資産の増加 1億 50 百万円、法人税等の

支払額が 2億 24 百万円あったこと等によるものであります。 
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（投資活動によるキャッシュ･フロー） 

 投資活動で使用した資金は 87 百万円となりました。これは主に工具器具備品等の有形固定資産の取得に

よる支出 38 百万円、ソフトウェア等の無形固定資産取得による支出 40 百万円があったこと等によるもの

であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ･フロー） 

 財務活動で使用した資金は97百万円であります。長期借入金による収入が1億60百万円あったものの、
長期借入金返済による支出が 2億 31 百万円、配当金の支払額が 30 百万円あったこと等によるものであり
ます。 
 
 
[参  考] 
 
平成 18 年７月期の連結業績予想（平成 17 年 8 月１日 ～ 平成 18 年７月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

 

通     期 4,600 800 490

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）23,879 円 14 銭 

※通期業績予想につきましては、平成 17 年 9 月 15 日発表の数値を変更しておりません。 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、現時点で不確定な要素を含んでおります。実際の業

績等は、業況の変化等により、上記数値と異なる場合があります。 
 

 

○ 添付資料 
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書など 

以  上 
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〔添付資料〕 

１．（要約）四半期連結貸借対照表 

3,176,689 570,787 18.0 3,279,564負債及び資本合計 3,747,477

2,089,905 438,983 21.0 2,159,954資本合計 2,528,889

△ 9,872 7,761 △ 78.6 △ 5,475Ⅳ為替換算調整勘定 △ 2,111

1,075,178 426,422 39.7 1,140,829Ⅲ利益剰余金 1,501,601

569,950 2,400 0.4 569,950Ⅱ資本剰余金 572,350

454,650 2,400 0.5 454,650Ⅰ資本金 457,050

（資本の部）

1,086,784 131,803 12.1 1,119,610負債合計 1,218,587

522,828 △ 94,410 △ 18.1 500,050固定負債合計 428,418

1,055 19 1.8 1,2034.繰延税金負債 1,075

81,073 9,963 12.3 84,7233.役員退職慰労引当金 91,037

12,400 5,568 44.9 12,3902.退職給付引当金 17,969

428,299 △ 109,962 △ 25.7 401,7331.長期借入金 318,337

Ⅱ固定負債

563,955 226,213 40.1 619,560流動負債合計 790,168

30,365 13,913 45.8 37,8906.その他 44,278

119,813 64,280 53.7 163,7345.未払金 184,094

90,370 7,962 8.8 49,7264.賞与引当金 98,333

98,171 45,409 46.3 138,1603.未払法人税等 143,580

106,264 12,292 11.6 106,2642.一年以内返済予定長期借入金 118,556

118,970 82,354 69.2 123,7841.買掛金 201,325

Ⅰ流動負債

（負債の部）

3,176,689 570,787 18.0 3,279,564資産合計 3,747,477

900,166 20,774 2.3 897,965固定資産合計 920,941

72,504 18,384 25.4 73,1443.投資その他の資産 90,888

91,324 18,494 20.3 90,4612.無形固定資産 109,818

736,338 △ 16,104 △ 2.2 734,3591.有形固定資産 720,234

Ⅱ固定資産

2,276,522 550,012 24.2 2,381,599流動資産合計 2,826,535

△ 3,093 △ 841 27.2 △ 3,522貸倒引当金 △ 3,935

17,921 4,571 25.5 20,2465.その他 22,492

69,913 12,634 18.1 60,2194.繰延税金資産 82,547

480,102 114,817 23.9 444,1983.たな卸資産 594,920

1,176,705 163,609 13.9 1,276,2342.受取手形及び売掛金 1,340,314

534,974 255,221 47.7 584,2221.現金及び預金 790,195

Ⅰ流動資産

金額(千円)

（資産の部）

科目

前連結会計年度

（平成18年4月30日現在） （平成17年4月30日現在） （平成17年７月31日現在）
増減

当四半期 前年同四半期

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 増減率(%)
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

当四半期 前年同四半期 前連結会計年度

（自　平成17年８月１日 （自　平成16年８月１日 （自　平成16年８月１日

　　至　平成18年４月30日） 　　至　平成17年４月30日） 　　至　平成17年７月31日）

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 増減率(%) 金額(千円)

3,497,770 2,664,803 832,966 31.3 3,719,862

1,358,374 987,860 370,514 37.5 1,406,594

2,139,395 1,676,943 462,452 27.6 2,313,268

1,563,971 1,385,549 178,422 12.9 1,900,451

575,424 291,394 284,030 97.5 412,817

15,000 3,656 11,344 310.2 9,274

10,899 12,305 △ 1,406 △ 11.4 8,978

579,526 282,745 296,780 105.0 413,113

6,691 3,990 2,701 67.7 3,929

3,515 2,376 1,138 47.9 2,417

191,271 119,436 71,834 60.1 184,051

391,431 164,921 226,509 137.3 230,573　四半期（当期）純利益

　税金等調整前四半期

　税金費用

Ⅵ 特別利益

Ⅶ 特別損失

Ⅴ 営業外費用

　経常利益

販売費及び一般管理費

　営業利益

Ⅳ 営業外収益

増減

Ⅰ 売上高

科目

Ⅱ 売上原価

　売上総利益

Ⅲ

414,624
　(当期)純利益

582,702 284,358 298,343 104.9
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３．（要約）四半期連結剰余金計算書 

6  

 

 

Ⅰ 569,950 550,750 550,750

Ⅱ

新株予約権行使による増加高 2,400 2,400 19,200 19,200 19,200 19,200

Ⅲ 572,350 569,950 569,950

1,140,829 954,956 954,956

四半期（当期）純利益 391,431 391,431 164,921 164,921 230,573 230,573

Ⅲ

配当金 30,660 29,700 29,700

役員賞与 - 15,000 44,700 15,000 44,700

Ⅳ 1,501,601 1,075,178 1,140,829

金額(千円)金額(千円)金額(千円)

前連結会計年度

（自　平成16年８月１日

　　至　平成17年７月31日）

前年同四半期

（自　平成17年８月１日 （自　平成16年８月１日

　　至　平成17年４月30日）

当四半期

　　至　平成18年４月30日）

区分

資本剰余金期首残高

資本剰余金増加額

（資本剰余金の部）

Ⅱ 利益剰余金増加高

資本剰余金期末残高

利益剰余金四半期末（期末）残高

1.

（利益剰余金の部）

利益準備金減少高

1.

2.

Ⅰ 利益剰余金期首残高
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４．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

当四半期 前年同四半期 前連結会計年度

（自　平成17年８月１日 （自　平成16年８月１日 （自　平成16年８月１日

　　至　平成18年４月30日） 　　至　平成17年４月30日） 　　至　平成17年７月31日）

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ

税金等調整前四半期(当期)純利益 582,702 284,358 414,624

減価償却費 70,644 44,995 74,510

連結調整勘定償却 7,770 7,770 10,361

退職給付引当金の増減額 5,578 2,760 2,749

役員退職慰労引当金の増減額 6,313 6,322 9,972

貸倒引当金の増減額 501 △ 3,646 △ 4,760

賞与引当金の増減額 48,606 47,088 6,444

受取利息及び受取配当金 △ 2,207 △ 515 △ 1,152

固定資産売却損益 △ 94 － △ 337

固定資産除却損 3,433 2,376 2,417

支払利息 6,432 5,622 8,133

訴訟和解金 △ 6,500 － －

売上債権の増減額 △ 64,080 17,810 △ 81,436

たな卸資産の増減額 △ 150,721 △ 23,765 12,138

仕入債務の増減額 77,541 △ 58,460 △ 53,647

役員賞与の支払額 － △ 15,000 △ 15,000

その他 15,886 32,207 78,847

　　小計 601,807 349,924 463,866

利息及び配当金の受取額 2,206 571 1,205

利息の支払額 △ 6,443 △ 5,600 △ 8,441

訴訟和解金の受取額 6,500 － －

法人税等の支払額 △ 224,287 △ 231,040 △ 245,583

379,783 113,855 211,046

Ⅱ

定期預金預入による支出 △ 7,003 △ 6,234 △ 5,626

定期預金払戻しによる収入 7,198 9,640 7,831

有形固定資産取得による支出 △ 38,708 △ 216,106 △ 239,633

有形固定資産売却による収入 422 － 557

無形固定資産取得による支出 △ 40,333 △ 21,605 △ 27,621

連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得 － △ 44,003 △ 44,003

その他 △ 9,522 △ 5,403 △ 6,748

△ 87,945 △ 283,713 △ 315,245

Ⅲ

長期借入れによる収入 160,000 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △ 231,104 △ 83,335 △ 109,901

配当金の支払額 △ 30,095 △ 29,700 △ 28,847

株式発行による収入 4,800 38,400 38,400

割賦債務返済による支出 △ 1,589 － －

△ 97,989 125,364 99,650

Ⅳ 12,319 △ 3,468 4,632

Ⅴ 206,169 △ 47,962 84

Ⅵ 552,811 552,726 552,726

Ⅶ 758,980 504,763 552,811現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

区分
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